



































































































































「砂漠に何を持って行きますか」と聞かれたら、私はたぶん、本だと答える。どういう本をまず思い浮かべるかと言うと、ブルガーコフの『巨匠とマルガリータ』である。今も日本に持ってきてい この本は私にとってロシア語文学の極みであるとともに、キリスト教文化、ソビエト文化、ソビエト時代の良さも歪みも、そし 、誰にとっても普遍的で大事な のを集約した本であ も 一冊は 一九世紀に書かれたグリボエードフの『知恵 悲しみ』が私にとって象徴的な作品である。グリボエ ド は外交官を務めながら、作詩や作曲もしていた多才な人 った。彼の残した『知恵の悲しみ』の中の言葉は、現代語 どれだけ浸









































































同様にソミヤを養うように引き受ける。エジは身内がおらず、自分で生んだ子供の うに 二人の子供を成人 なるまで見守り、育てていく。二人の子供はだんだん成長していき、感動的な物語を み出す。张承志﹃黑骏马
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（張承志『黒駿馬』岸陽子訳、早稲田大学出版部、一九九四年）
